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静岡地学第 27号(1974 ) 

)11賢之輔後

を去る十年前、地

「静岡地学J創刊号

と蓄を及を間的{こ、静関県地学会が発足したO 初代会長佐々

に問地学教青勿と"地学研究"の進歩に寄与することを，

先生は、

の具体

目標として示されたO 今，あらためて，発足 10周年きとふり返って，多くの感懐をおぼえる O

地学会発足にあたって，第 1回の準備会が開かれたが，筆者は別件の公務出張のため欠席したので，

その折りの討議内容や空気の詳細は知るよしもないが，集会に出席した大学の先生方や，創立総会にい

たる準備段階では，本会創立に対する間関の理解の状、況は，それ程良好であったとはいえなかったO

まず，県教委に向井態治学校教育課長を訪ねて，本会の設立趣旨を説明し，理解と支援を求めたO こ

れに対する解答は， r最近文部省では，教職員の各研究グループの活動を統合して助成しようとしてお

り，これと逆行する分科独立グループtこは経済的援助ができない。殊に文部省は小・中・高を一環とし

て考えており，大学を含めたグループは 9 文部省、の講想外である。 JということであったO

からも，県教委とはぼ同様の解答があり，県小・中学校長会会長関陣氏か

らも，ほぼ同様な回答に加えて，

れた感じさえ受けた O この白眼

ながら，佐々

じられる， r四
を報告したのも，既に佐々

じないようにJと 1本釘をささ

り

されたこと

もあって，

しかしながら，

になってしまったような るO

のった，大小の

この聞に 9 会員は 113人から，現在，念願をこえた314人に発

も156に達し，年会の研究発表 55・講演 11，それに， -支部の巡検会

の見学令 e 諸情令にいたっては，おびただしい数ににのぼっている O この点，まことに，初期の目的が

されている感が深く，本会が果した実績が，決して低い評価にあまんずるものでないことを確信し

ている O 同時に，教育や研究を犠性にして甚力されている，静岡大学の先生方を中心に，結成された本

の単価が， t止に関われつつある時限にあることを痛感する O 同時に，本会議IJ立当時，発展に多大な努

力をはらわれた，竹内正辰・土隆一・鮫島輝彦・伊藤通玄の各先生方および半田孝司氏の御苦労に対し

こグヲ 10 

を表したい。

の件付壁干のま箆悲にも著しいものがあり，

ち上げ，地球上では，大洋底拡大説(プレ

・火山活動と火成岩成国論，地史の絶

をとげつつまる。また，海洋底の研究は，

しつつあるのが現状である O

ち上げ競争にはじまる，

トテクトニクス理論)および

h 地球物理化学的研究

ては な

に?めざましし を し，その性

また p 自然災害に加えて，

して 9 自らの芋で，

の自然、科学的研究も

内 の成長がレジャ に反映し， 次第に乱開発方向に

として，地域

現象究明の

の砲!氏を危くする災害を多発せしめつつある O これらの

に考えはじめられてきたが，ここにあらためて， r一白
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は， にある o Jことの る必要を るO

しかしながら，地学に対するこれらの自黙研究上の要請とうらはらに，地学教育(殊に高校)には

しい波があり，そのたびに関係者のなみなみならぬ苦心と努力がはらわれてきたが，現在iまどの地学教

の危機は，かつて過去に見られなかった事態である O 筆者は， f自の教脊界の謡現象についても，

戦後の教育が壁に突き当っていることを感じているが，地学教育は，今こそ，教科や教科課程の酉で，

出発すべき，重大な危機に立たされていることを痛感する Q

しかしながら，高校の地学が，選択教科として位置づけられたことは別として，地学教育の不振の一

端は，地学教育担当者にもあるのではなかろうか。 にくまれ口をたたくようで甚だ恐縮だが"静岡地学"

の論ずにも，地学教育の現場の究明を取り上げた論文は，きわめて少ない。会員諸君には，この方面に

も一段とお骨折りを願いたいものである。

視点を変えて，本会の発展を会員の上から見れば，会員数は，本会創立当初からJI誤調に増加している

が，浪会者数も少くない。また行事参加者も，当初に比較して激減し，かつ定着しつつある O 例えば，

初の巡検には，パスが満員で，同人かには遠慮してもらわなければならなかったのに，現在では，パ

スをチャーターする綜の

しているということで，

また参加者の定着ということは，毎回参加者の顔ぶれが

の普及という点からは，意、i裂と反した結果があらわれている。この

は， に対する一つの樫であって，

る一つの窯見として，

がたてられなくてはならない。

がないという O その点 30 40年昔も， なこれに

と技能，それに

1ものではなし1か

よって

日それなりの計画と処理(実施)が必要で〉あるし，能率アップの

された才能が必要で、ある O また余暇というものは，時間的にそれ程

と学問的な蓄積を悪かにするような技術が，やはり必要である O 例

かったO 余暇を すためには，

利用性の

えば， 1 Bの見学が，その場i浪りで消えてしまうような参加のありかたは，単なるピクニック的レジャ

に過ぎない。少くとも，見学がノートに蓄積され，それがまた発展するような工夫が必要である O

などは，記強力がきわめて乏しいので，長らく市販の「コクヨ・ハ 123Jのルーズノートを愛用し，

バインダーに している O

本会の他の行事についても，参加者の少ないことが淋しい。行事に参加すれば，必ず何かが得られる

し，それはまた，学問的な興味に結びついてゆき，人生を知的に豊かにする O いわば，人生の幅と深さ

を拡大することになる O 本会としても，例えば巡検・見学会を催す際は，なるべく多くの参加者がある

ように，目的地選定にあたってアンケートを求めたり，見学方法も，点から線・線から面と発展させた

り，団体研究法を導入したりしている O しかしながら，また方法論的に未熟ということもあるであろう

が，どうも し得ない現状である O その点，切角 300人の会員を擁する本会の，各会員の鰹動を期待

'してやまなし'0また，各会員の開閉の手近かな，同好の志、が互に話し合ったり，連絡し合ったり，小集

会をもったりすることも，決して錦人の時を，むだにするものではないと信じている O

次に来る 15周年や， 20周年には，一層充実した発展が，本会に約束されることを期待するし，会の

運営が，若い人達の手で，力強く発展することを念願している O
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